
今回は、GL-7400高速液体クロマトグラフィー(HPLC）シ

リーズを用いた生薬の分析をご紹介します。

センソ(蟾酥)は、シナヒキガエル(Bufo bufo garagarizans 

Cantor 等)の毒腺を集めた生薬を指します。

日本薬局方では、センソ中のブフォステロイド類の定量

法としてODSカラムを用いたHPLC法が採用されており、

下記に示すシステム適合性項目が定められています。

(T. Fukaya)

標準溶液測定例
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1. ブファリン (32 mg/L)

2. シノブファギン (43 mg/L)

3. レジブフォゲニン (39 mg/L)

4. インドメタシン (内標準物質) (25 mg/L)

システム適合性試験

上記のHPLC条件で分析するとき、

1. ブファリン、シノブファギン、レジブフォゲニン、

インドメタシン(内標準物質)の順に溶出する

2. それぞれのピークが完全分離する

HPLC条件
カラム : Inertsil ODS-P

(5μm, 150 x 4.6 mm I.D.)

溶離液 : A) CH3CN

B) 薄めたリン酸 (1→1000)‡

A/B = 45/55, v/v (Gradient Mixer)

流量 : 0.7 mL/min. 

カラム温度 : 40 ℃

検出 : UV 300 nm

注入量 : 10 μL

‡薄めたリン酸 (1→1000): 

リン酸を1000倍希釈し、0.1 %としたもの。

溶出順 : 規定を満たす
分離度 : Peak 1 - 2 : 11.8

Peak 2 - 3 : 14.6

Peak 3 - 4 : 17.8

今回の結果
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構造式

Structures are created using Chemistry 4-D Draw which is provided by ChemInnovation Software, Inc.

*分離度についてはテクニカルノート No. 38をご参照ください。

完全分離
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図1: ブフォステロイド類の検量線
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市販センソ含有医薬品の分析

1. ブファリン
2. シノブファギン
3. レジブフォゲニン
4. インドメタシン
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HPLC-UV

前処理例

液層 残渣

液層 残渣

粉砕

メタノール (20 mL)

沸騰水浴 (60 min.)

抽出液4 mLに内標準液
(インドメタシン) 2 mL添加

試料
(0.15 g)
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HPLCカラム：
Inertsil ODS-P, 5μm, 150×4.6mm I.D.

Cat.No. 5020-02001

HPLC装置：GL-7400 シリーズ

番号 品名 型番

1 キャリアリザーバー GL-7480

2 カラムオーブン GL-7430
3 ポンプ GL-7410
4 UV検出器 GL-7450
5 オートサンプラー GL-7420
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メタノール (12 mL)

10 mLにメスアップ
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